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児童 地域住民

保護者
学校委員会

教師

地域自治体

地域の子どもたち

M&E専門家 CSD プロジェクト
チーム

専門家NGO

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

受
益
者

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

- CSDがM＆Eフレーム
ワークを構築するのを指導

する

- 定期的にモニタリング
CSDを指導する

- 活動の統括
- 各種活動の組織と運営
- 3つのトレーニング実
施

- コミュニケーションツー
ルの制作

-➀と➁のトレーニング
実施

- CSDがコミュニケー
ションツールを作成する

のを指導する

-子どもたちを守る。
子どもに自分を守るよう

教える。

- 家庭に安全な環境を
作る

- CSDと協業して活動を
実施する

- 学校に安全な環境を作
る

- プロジェクトの活動を
支援する

- 地域コミュニティに安
全な環境を作る

Child Education ワークフロー

-子どもの安全に関する知識、スキルを身に付ける
-子どもの安全を守る意識を持つ
-子どもの安全に関する活動のアイデアを出したり、自分の経験を共有する
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プロジェクトのゴール

地域の大人・子どもたちに、「安全で健康的な生活」に対する意識を高

めると同時に、その概念を広める。

日常生活において子どもたちが遭遇する危険性を理解し、それらを避け

るために適切に行動できるようになる。
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1

2

3

4

子どもたちに、環境にやさしい習慣への意識を高める。

子どもと家族は、リサイクル可能な製品を適切にリサイクルできるように

なる。

子どもたちが、自分の考えや意見を表現できる安全な空間を作る。

子どもたちは、子どもの安全に関する問題に積極的に参加、

貢献することができる。

子どもたちの日常生活をより健康で安全にするための環境を

地域社会と共に作る。

地域・学校が、子どもたちにとってより健康的で安全な場所となる。



期待する成果
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各校で活動の中心となる50名の

児童と教師が、専門家から直接

トレーニングを受ける。

各校の児童、教師の60～70％

がプロジェクトに参加する。

児童が参加する活動時間の10～
15％は、児童がディスカッション
に参加し、自分の意見を言う

自然にやさしく、安全で衛生的

な環境を作るための子ども向け

ハンドブックを300冊制作し、配
布する

70％の子どもたちが自分の住

む地域の危険な場所を知って

いる。

500枚のちらし、ポスター、横断

幕を制作する。

各地域の危険個所15か所に

「警告標識」を設置する。

1 2

3 4



プロジェクトのタイムライン

No フェーズ 実施時期 活動内容

1 Phase 1 10月/2020 –
12月/2020 プロジェクト準備

10月/2020 –
12月/2020

• 地域行政に活動許可を得る

• ①子どもの安全、②児童虐待防止、③環境
整備に対する各地域と学校の現状を調査し、
知識および取り組みが無いことを認識

12月/2020 • プロジェクトキックオフ

2 Phase 2
01月/2021 –
12月/2021

各学校の活動チームに①子どもの安全、②児
童虐待防止、③環境整備
のトレーニングを実施

01月/2021 –
03月/2021

➀怪我の予防と応急処置のトレーニング実施
• 3/29-30: 各校で子どもの怪我防止デイを開
催

04月/2021 –
06月/2021

➁児童虐待防止のトレーニング実施
• 4/26-27: トレーニングコース開催。作成した
ハンドブックドラフトのテスト実施。

• ➀子どもの安全のハンドブックの完成
• M&Eフレームワークの作成

07月/2021 –
12月/2021

➂ 環境整備(オンライン)トレーニングを実施
• ➁児童虐待防止ハンドブックのドラフト作成
• 地域の危険個所の調査と警告標識の制作
• 空気汚染測定器PAM Air Meterｌの設置
• “私の安全で幸せな生活”をテーマに絵と演
劇のコンテストを開催

3 Phase 3

01月/2022 クロージングセレモニー
ポスターやハンドブックの印刷と配布
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２０２１年1月

2021年4月

主な活動
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2020年12月

2021年3月

2021年5～9月

プロジェクトキックオフ

➀子どもの安全
怪我の予防と応急処置トレーニング

子どもの怪我予防デイ

➁児童虐待防止のトレーニング

ハンドブックとポスターの制作

地域の危険個所の調査と

警告標識の制作

2021年6～10月



2021年10月

生徒たちの理解度を測る

コンテストの実施

主な活動
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2021年12月～2022年1月

クロージングセレモニー

2021年10月

➂環境整備(オンラインセッ
ション）のトレーニング

各地域に警告標識を設置

• “私の安全で幸せな生活”を
テーマに絵と演劇のコンテスト

2021年10～12月

ハンドブックとポスターの完成

2021年12月～2022年1月

2022年1月
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2021年5月から、CSDチームはプロジェクト管理のフレームワーク(枠組み）
M&E（Monitoring & Evaluation)の専門家からプロジェクトの評価システムを構
築するためのトレーニングを受け始めました。プロジェクトの開始時には、CSDプロ
ジェクトチームにはデータ収集の経験が少なく、多くの課題に直面しました。そのた

め、正確な標準に従ってフレームワークを完成させるためには時間がかかりました。

2021年7月には、プロジェクトのM&Eフレームワークが完成しました。
この評価フレームワークを使い、コロナ禍の影響の中で、プロジェクトの初期目標を

達成するためにCSDは多くの活動を調整しました。また、専門家の指導を受けつつ、
CSDは、プロジェクトの成果を測るデータ収集の準備をしました。データ収集は、プ
ロジェクトのクロージングセレモニーでプロジェクト実施校を訪問する際に行いました。

M&E フレームワーク

学んだこと

• M&Eエキスパートの役割は重要です。エキスパートによる適切な監視と評価に
より、プロジェクト開発者が気づかなかったプロジェクトの目標達成の阻害要因と

なる問題を特定できました。

• プロジェクトの成功を確実にするためには、監視と評価が適切なタイミングで正

しく行われるべきであることを認識しました。また、予期できなかったシナリオに

適応するには、より柔軟である必要があることも認識しました。

M&E フレームワーク



キエンティ
エット小

スアンバン
小

ティエンボ小 合計

１，２年生 123 82 128 333

３，４，５年生 235 146 189 570

903

生徒たちがプロジェクト中に得た

➀子どもの安全

➁児童虐待防止

➂環境整備

に対する知識や意識を評価するために、

アンケート調査を実施しました。

アンケートのデータを収集して分析・処理し

た後、結果は3つのプロジェクト実施校と地
域の関係者に送り、現状を理解し、今後の

教育に役立てられるようにしました。

アンケート調査

当初の計画では、教師と保護者の調査を実施する予定でしたが、コロナ感染拡大のため

に、調査は児童のみを対象に行われました。

プロジェクト実施校から回収したアンケートの数
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アンケートは、3，4，5年生用、1，2年生用の2種類を準備しました。
実施したアンケート数は以下の通りです:

• 1，2年生 333
• 3，4，5年生 570

計903票のアンケートを回収しました。

また、データは、CSDがプロジェクトの結果を自己評価し、次のプロジェクトへの教訓を引き
出す基礎としても活用します。
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棒グラフは、１，２年生の「➀子どもの安全」の質問への正解の割合を示しています。

車の死角、犬による噛み付きなどの事故、水の事故に関する質問をしました。

例: トラックの死角に入らない部分に色を塗ってください。
突然獰猛な犬に出くわしたら、あなたはどうしますか？

犬による事故に関する正解の割合は90%を超えていますが、水の事故に関する知
識の正解率は低い数字にとどまっています。

(キエンティエット小では65.75%、スアンバン小では51.22%)。

車の死角 犬による事故 水の事故

キエンティ

エット小
スアンバン小 ティエンボ小

100 

75 

50 

25 

0 

➀子どもの安全

怪我の予防と応急処置

69.51%

96.75%

65.85%

78.7%

93.9%

51.22%

92.58% 92.19%

78.13%

1，2年生の調査結果

調査結果



キエンティエット小 スアンバン小 ティエンボ小

75 

50 

25 

0 

➁児童虐待防止

57.03%

74.39%74.80%

棒グラフは、3 つのプロジェクト実施校における「➁児童虐待防止」の質問への正解
の割合を示しています。

例:他の人が触れてはいけない、下着で覆われるべきプライベートな身体の部位に
「X」を書いてください。

キエンティエット小とスアンバン小児童の正解率は、約74.8%と74.3%で、多くの児童
が「児童虐待防止」に関する知識を持っています。

しかし、ティエンボ小の正解率の数字は低く、約57.03%にとどまっています。

1，2年生の調査結果
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➂環境整備

36.4%
➀子どもの安全

34.2%

➁児童虐待防止

29.4%

右の円グラフは、3校全体の1,2年生の
正解の割合を比較したものです。

➂環境整備の正解数が最も多く (36.4%)、
➀子どもの安全（34.2％）、
➁児童虐待防止（29.4％）
はやや低くなっています。

正解割合の比較- 1，2年生

Kien Thiet Xuan Van Tien Bo

100 

75 

50 

25 

0 

➂環境整備: 5つの衛生習慣

78.05%

100%

77.34%

このグラフは、5 つの衛生習慣の質問
に対する正解の割合を表しています。

5つの衛生習慣について、対応する
ルールと行動をについて質問しました。

生徒が環境整備や衛生に関する知識

を持っていることが、数字から明らかに

なりました (3校ともには75%以上の生
徒が正しく答え、スアンバン小100%の
生徒が正解しています）

1，2年生の調査結果



調査結果
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➀子どもの安全

怪我の予防と応急処置

交通事故 水の事故 犬による事故

キエンティ

エット小

スアンバ

ン小

ティエン

ボ小

100 

75 

50 

25 

0 

89.37%

76.38%

84.9%

76.2%
78.8%

61.47%

69.6%
66.9%

63.4%

3,4,5年生の調査結果

このグラフは、➀子どもの安全 トレーニング実施校各校における、3,4,5年生の正解
の割合を示しています。交通事故、水の事故、動物による事故に関する質問をしまし

た。

例:交通事故に遭ったらどうしますか?
溺れている人を見かけたらどうしますか?....

多くの児童が正しい知識を持っていますが、犬による事故に関する正解率には学校

差があり、キエンティエット小の学生は89.37%、スアンバン小とティエンボ小は60%
強と低くなっています。
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3,4,5年生の調査結果

悪い人に会う プライベートな身体の部位

キエンティエット

小

スアンバ

ン小

ティエン

ボ小

100 

75 

50 

25 

0 

➁児童虐待防止

80.43%
82.13%

86.99%

75.34%

52.91%

48.68%

このグラフは、トレーニング➁の質問に対する正解率を表しています。

悪い人に会ったときどう行動するか、プライベートな身体の部位を区別することにつ

いて、質問しました。

例:他の人が触れるべきでない・下着で覆われるべきプライベートな身体の部位はど
こですか?
不審者に出会い、危害が加えられそうだとと思ったら、どうしたらいいですか?

キエンティエット小とスアンバン小の児童の正解率は高いです。

一方で、ティエンボ小は、両方の質問に対し、低い正解率(52.1%と48.68%)にとど
まっています。



➂環境整備

37.9%
➀子どもの安全

31.8%

➁児童虐待防止

30.3%
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右の円グラフは、トレーニングを実施し

た3つの学校全体の３，４，５年生の
正解の割合を比較したものです。

➂環境整備の正解率が最も高く、その

理由は、児童にとって身近で、生活に

直接関係しているからと考えられます。

正解割合の比較- 3,4,5年生

キエンティ

エット小

スアンバ

ン小

ティエン

ボ小

100 

75 

50 

25 

0 

モジュール 3: 
環境整備: 5つの衛生習慣

94.89%
99.32%

72.49%

このグラフは、5 つの衛生習慣の
質問に対する正解の割合を表して

います。5つの衛生習慣について、
対応するルールととるべき行動を

について質問しました。

スアンバン小の殆どの生徒（９

９％）は5つの衛生習慣を知ってい
る一方で、ティエンボ小の生徒の

正解率は、72.49%にとどまりまし
た。

3,4,5年生の調査結果



学校ごとの比較

1,2年生

3,4,5年生
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棒グラフは、3つのプロジェクト
実施校における 1.2 年生の正解
の割合を比較したものです。

グラフによると、スアンバン小の

正解率は高く、1.2年生の83%が
正しく答えられ、キエンティエット

小(76.7%)とティエンボ小(74%)が
続きます

棒グラフは、3つのプロジェクト
実施校の３，４，５ 年生の正解

の割合を比較したものです。

グラフによると、キエンティエット

小の正解率は高く、３，４，５年生

の86.6%が正しく答えられ、スア
ンバン小(84.2%)とティエンボ小
(73.4％)が続きます

キエンティ

エット小

スアンバン

小

ティエン

ボ小

100 

75 

50 

25 

0 

83%

76.7%
74%

キエンティ

エット小
スアンバン小 ティエン

ボ小

100 

75 

50 

25 

0 

84.2%
86.6%

73.4%



「事故や虐待を防ぎ、環境を守るためのスキルなど、役立つことをたくさん教えて

もらいました。日常生活の中で、私をたくさん助けてくれます」

Nguyen Minh Thu, class 4A,スアンバン小学校

「活動は楽しく面白かったです。学んだことを、友達にも教えてあげます」

Phan Dang Khoi, class 4A1,ティエンボ小学校

「色々なスキルを身に着けて、自分に自信がつきました」

Nong Duc Duong, class 5A,キエンティエット小学校

「教えてもらったたくさんの知識で、自分と家族を守りたいです。それから、私は水

に溺れたときのことついて、もっと学びたいです」

Le Viet Hung, class 3A2,キエンティエット小学校

「怪我の防止についてのスキルは身近なことなので、とても大切で役立つと感じて

います。自分だけでなく友人を守ることができるし、危険な状況でどうしたらいいか

を教えてくれます」

Ho Hai Yen, class 5B,キエンティエット小学校
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プロジェクトに対する生徒た

ちの意見



• 児童たちは、自らを守り、環境を清

潔に保つことに注意を払うようになり

ました。保護者は、子どもを守る方

法を知り、子どもに注意するようにな

りました。 - Mr. Lich
• 児童たちは、色々な事を学び、経験

する機会がを持てたことに非常に興

奮していました - Mr.Tam

教師や児童のためのトレーニングや実

践活動の数を増やす必要があると思

います。また、多くのクラスにトレーニン

グを展開することも必要です。 -
Mrs.Thuy

昨年9月、我が校の女子児童が、ひっかかった洋服をとるために家の屋根に上り、
誤って感電しました。雨が降っていたので、感電のショックは大きいものでした。しかし、

訓練のおかげで、女子児童は助けを求めて叫ぶ方法を知っていました。両親はまた、

訓練のおかげで、重傷をにならないように氷で感電部位を冷やす応急処置ができまし

た - Mrs. Thuy

プロジェクトは、効果がありましたか？

私たちは3つのプロジェクト実施校の校長にインタビューし、いくつかの質問をしました。
• Mr. Nguyen Quang Lich –キエンティエット小学校校長

• Mrs. Nguyen Thi Thuy –ティエンボ小学校校長
• Mr. Bui Ba Tam –スアンバン小学校校長

3人の校長全員が、プロジェクトは児童
にとって非常に有効だったと回答しまし

た。

どのトレーニングが最も効果的でした

か？

プロジェクトの終了後、教師、保護者、

児童に変化はありましたか？

学校は意識を高め、活動を広めるため

に何をしますか？

提案があったら教えてください

あなたが知っている“本当にあった出来事”を教えてください

➀子どもの安全（怪我防止） ➁児童虐

待防止 が非常に重要で有益だと思う

- Mr. Tam

児童のために、課外活動やコンテストを

更に行っていきます。 - Mr. Lich

プロジェクト実施校の校長の意見

21 CHILD EDUCATION  | ANNUAL REPORT 



達成した成果
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冊のハンドブック300
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CSDは、“素晴らしい旅” という名前の
物語を作り、児童が学んだことを常に

思い出せるようにしました。このハンド

ブックは、ジーンという主人公と仲間

が登場する一連の物語で構成されて

います。各物語は安全スキルのレッ

スンとなっており、問題への解決策を

示しています。

2022年1月13日と14日に行われたクロージ
ングセレモニーの後でプロジェクト実施校3
校に100冊のハンドブックが配布されました。

残る200冊は、約20校のレインボーライブ
ラリ―に届け（1図書館あたり10冊）、プロ
ジェクトに参加しなかった学校でも、子ども

たちが知識を得られるようにします。

ハンドブックは学校の図書館や教室

に置き、いつでも読めるようにします。

子どもが自分で自分を守る意識を

高める上で、面白いハンドブックは

重要なツールです。
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このハンドブックはとても面白くて役に立ちます。

交通事故防止、水の事故、児童虐待防止に関

する多くのスキルを知るのに役立ちます。この

本を私たちに与えてくれてありがとう。

このハンドブックはとても面白いので、私は

好きです。怪我の予防に関する多くの知識

を得られました。私はこのような有用な物

語がもっと作られることを願っています。

本当に感謝しています。

とても面白いと思います。私は図書館で、こう

いう本をもっともっと読みたいです。

みなさんの健康と美しさを願っています。

ハンドブックはとても役に立ちます。交通事

故防止に関する理解を深めるのに役立ち

ます。交通事故や子どもの怪我の予防に

関する本をもっと読みたいです。

「素晴らしい旅」のハンドブックはとても面白く

く、役に立ちます。生活について、より多くの

ことを学ぶ助けとなります。

ハンドブックを読んだ

児童からの感想



枚のポスター250
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ポスターは鮮やかな色彩でデザインされ、

生徒が覚えやすい生き生きとしたイラスト

が描かれています

250枚のポスターが印刷され、プロジェクト
実施校に送られました。

ポスターの内容:
• 7つの応急処置のステップ
• 5つの衛生習慣
• 虐待を防止するための5つの原則
• 児童虐待防止(大人向け)

ポスターは教室、カウンセリング室、図書

館、掲示板など、学校の様々な場所に掲

示されています。学生はポスターを毎日見

ることで、危険や悪い状況を回避し、対処

する方法についての知識を形成することが

できます。

5 つの横断幕 &2 つの立て看板

5つの横断幕と2つの立て看板を制作し、
イベントやプロジェクトの活動を行う際に掲

示しました



キエンティ
エット

スアンバン ティエンボ

この先カーブ-速度を落とせ 1 4

学校あり-速度を落とせ 4 6 4

溺死の危険あり 4 1 1

火で遊ばない 1

ゴミの分別収集方法 1 1
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個の警告標識と看板28
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プロジェクトの最初の目標は、15の警告標識の制作でした。しかしながら、現地調
査の結果、各地域には警告標識を必要とする多くの危険な箇所があることがわか

りました。

しかし、資金不足のため、各地域の中心部に警告標識を設置することにしました。

中心部に設置することで、警告標識の効果を確認するための試みともなります。

結果的に、26個の警告標識と2つの看板が3つの地域の中心部に設置されていま
す。

警告標識の設置は、地域住民にプロジェクトを認識してもらうためにも、長期的に

関連する知識を思い出し注意してもらうためにも、良い方法であると考えています。

3つの地域に設置された警告標識と看板



警告標識の設置前と後の例
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キエンティエット：通学路の交差点

ティエンボ: 村中央部: Ngoi Soan灌漑施設

スアンバン: 船着き場

BEFORE

BEFORE

BEFORE

AFTER

AFTER

AFTER
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オンラインコミュニケーション

キャンペーン： Facebook投稿

コロナ感染拡大の影響により、各学校での活

動が難しくなったため、CSDは、子どもたちにさ
まざまな知識と、自分自身を守るスキルを広め

るために、Facebookのコミュニケーションキャ
ンペーンを実施しました。

キャンペーンでは、34の投稿を掲載しました。

投稿内容は、子どもの心身の健康の改善、虐

待から子どもを守る方法、家族関係の強化など、

さまざまなものでした。

コミュニケーションキャンペーンは、学校、地方

自治体、児童たちから注目されました。

3つのプロジェクト実施校に限定されることなく、
トゥエンクアン省、バクザン省、ハノイなどの他

のコミュニティにも効果的に影響を与えました。

34



達成した成果

達成した成果
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各校50名の児童と

教師が中心となり、専門家から直

接トレーニングを受ける。

各校の児童、教師の60～70％が

プロジェクトに参加する。

期待される成果

児童が参加するトレーニング時間

の10～15％は、児童たちが討議に

参加し、自分の意見を言う

• 合計181人の児童、89人の教師、40人の保護者
と4人の地区職員が➀➁のトレーニングを受け
ました。➂は、オンラインで実施し、参加したの

は児童のみでした。

• ワークショップ開催: 3月29日と30日に子どもの
怪我防止デイを開催、各校の全校児童が参加し

ました (820人の生徒, 35 人の教員が参加)
• コミュニケーションキャンペーンの実施: 

Facebookに34の投稿を行いました。
• このキャンペーンは、プロジェクト実施校だけで

なく、地域全体や周辺地域にも及びました。 (コ
ロナ感染拡大のため、対面での活動が中断され

たため、コミュニケーションキャンペーンを実施、

5,780人に閲覧されました。)

すべてのトレーニングにおいて、児童が自分の考え

や意見を話すための時間を、全体の10〜15%設け
ました。

加えて、子どもたちが自分の希望や考えを表現する

ことを促進する機会として、2つのコンテストを実施し
ました。

• “私の安全で幸せな世界” - 350枚の絵と、1つの
演劇のビデオの参加がありました (2021年10月
実施).

• “理解しているので安全” -プロジェクト実施校の
全クラスでクイズ形式で行いました (2022年1月).



安全で、環境に優しく、衛生的

な環境を作るための子ども向け

ハンドブックを制作し、300冊配
布する

70％の子どもたちが自分たち

の地域の危険な場所を知って

いる; 500枚のちらし、ポスター、

横断幕を制作する。各地域の

危険個所15か所に警告標識を

設置する。
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Expected outcomes Achieved result

300 冊のハンドブックを印刷しました
• 100冊はプロジェクト実施校に配
布しました

• 200冊は約20校のレインボーライ
ブラリ― に配布します

(各10冊ずつ)

• 調査により、プロジェクト実施校のほ

ぼすべての児童が知識を持っている

ことがわかりました。

(プロジェクトは本校でのみ実施、分校
の生徒にはアプローチしていません）

• 250枚のポスター、5つの横断幕、2
本の立て看板を制作しました.

• (学校委員会より提案された、
ポスターを配置するクラス数および

適切な場所に基づいて数を決定）

• 3つの地域の28か所に警告標識と看
板を設置しました



全体の評価
活動から学んだこと
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良かった点

Child Educationプロジェクトは成功し、大きな成果を達成しました。
３つのテーマは、山岳地帯の子どもたちにとって特に必要で適切なものでした。

行動や習慣を形成するには多くの時間と労力がかかりますが、このプロジェクトは学校、

保護者、児童の意識を段階的に高めました。

プロジェクトを実施するために、様々な方法を用いました:
学校でのトレーニング・オンライントレーニング、コミュニケーションキャンペーン、コミュ

ニケーションツール(ハンドブック、警告標識など)の作成など

コロナ感染拡大の状況に合わせて、前向きに行動を継続し、多くの制約や常に変わる

状況に対応しました。

課題

• プロジェクトは2020年12月～2022年1月まで1年以上の期間を要しました。コロナ禍
により、すべての活動は遅れ、または中断しました。また、➂環境整備 については

オンライン・トレーニングとなりましたが、やはり対面での活動と比して質が劣るとい

う面もありました。

• トレーニングを受講した児童数が、目標を下回りました。

• 印刷されたポスターとハンドブックの数が目標を下回りました。

しかし、プロジェクトの規模に対しては、適切な冊数を印刷しました。

• M&E フレームワークへの専門家の関与時期が遅かったため、効果を最大限にでき
ませんでした。

活動から学んだこと

• M&E: プロジェクトの成功のためには、プロジェクト固有の評価システムが必要です。
• 予算見積もりと管理: プロジェクト実施中に追加コストが発生しないように、市場価
格の変動を見込んでおく必要があります。

• リスク管理: 予期せぬ状況（費用とプロジェクト計画）への代替案を持つことで、リス
クやその他の課題にタイムリーかつ効果的に対応できました。

• プロジェクト開始前に、プロジェクト対象の児童や地域の状況を調査することで、正

しい手法を選ぶことができました。



次のステップ
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Child Educationプロジェクトは、まだ当初の目標すべて
を達成していませんが、顕著な効果がありました。

山岳地帯や恵まれない地域の子どもたちは、

通常では知ることがなできない実用的な知恵を身に着ける

ことができました。

このプロジェクトから学んだ貴重な経験と教訓により、私た

ちはプロジェクトの運営により自信を持つようになりました。

今後も、本プロジェクトを他の多くの学校に拡大することが

できれば、と期待しています。

Child Educationプロジェクトの開発を継続するために、
以下の2つの活動を今後実施します。

パート1: 2022年3月～8月:
• 3つのプロジェクト実施校を訪問し、子どもの怪我や虐
待について児童たちから体験を聞き取る。

• 収集した体験談を基に、啓発用のアニメ(動画）やお話
を制作する。

• 再びプロジェクト実施校を訪問し、動画の鑑賞会や

児童たちの体験談を聞く活動を行う

パート 2: 2022年9月～2023年2月:
• ➀子どもの怪我の防止、➁子どもの虐待防止の2つの
テーマに絞り、1校を選び、全体トレーニングを行う

• ライフスキルの専門家を雇い、教師へのトレーニング

を行う。トレーニングを受講した教師が児童をトレーニ

ングすることで、より多くの児童がレッスンを受けられ

る機会を増やす（毎月、毎週）。



A R I G A T O U  !

Child Educationプロジェクトは、

コロナ禍において影響や被害を受けや

すい子ども達のために実施されました。

私たちはAEFAがこのプロジェクトのアイ

デアを多くの他の国に拡げ、恵まれない

子どもたちが恩恵を受けられるようにな

ることを願っています。
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STUDENT QUESTIONNAIRE (GRADE 1,2)
(Child Education Project)

1. When you meet someone in a traffic accident, what phone number will you call to seek
help? (Circle the correct answer)

• 113
• 114
• 115

2. Please color cars which do not enter into the blind spot of the truck

3. What will you do when you suddenly meet a ferocious dog? (Circle the correct answer)
A. Panic, immediately run away
B. Stand still and ignore. Then find a way to distract the dog to run away

4. What will you do when you meet someone drowning? (Please check the squares in the
picture that you think is the correct action)
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A P P E N D I X



5. Here are 5 Hygiene habits rule. Match the actions with the corresponding rules

6. Please put an “X” in the squares that you think are private areas, covered by
underwear that others cannot touch?
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STUDENT QUESTIONNAIRE (GRADE 3,4,5)
(Child Education Project)

1. What will you do when you meet a traffic accident? (You can choose more than 1 answer)
A. Walk away, ignore the victim
B. Calm down, look around. If safe, approach the victim
C. Shout loud to let others know and/or call the ambulance
D. Bring the victim to the hospital (no need to wait for the rescue's instructions)

2. When you meet someone in a traffic accident, what phone number will you call to seek
help? (Circle the correct answer)

A. 113
B. 114
C. 115

3. “When encountering a traffic accident, you should create a safe area to protect the
victim/scene with items available around the scene such as branches, sticks, bricks....”.
True or false?

A. True
B. False

4. Where are the truck's "blind spots" (spots that the driver cannot see through the
rearview mirror or directly)? (You can choose more than 1 answer)

5. What will you do when you meet someone drowning? (You can choose more than 1
answer)

A. Jump down to rescue the victim
B. Find a lifebuoy or a floating object such as a log or a large plastic can and throw it

down for the victim to cling to
C. Call adults to rescue the victim



6. In your opinion, which of the following actions are considered dangerous actions 
that you should not do?
(Tick the answers that you think are actions that you SHOULD NOT do)

A.   Swimming in an area where you don't know the depth or deep water
B.    Go to a river with your friends to swim without safety gear (life jackets, lifebuoys)
C.    Go swimming with adults
D.    Go to an area where people once drowned to swim

7.  What will you do when you suddenly meet a ferocious dog?
A.    Panic, immediately run away
B.     Stand still and ignore. Then find a way to distract the dog to run away

8. When we are attacked by a fierce dog, what should we do?
A.   Fear, panic makes the dog agitated
B.   Try to stay calm
C.   Hold your face with your hands, bend your knees to your stomach and curl up
D.   Shout out for help

9. If you are accidentally attacked by a fierce dog and get injured, what will you do?
A.  Tell an adult immediately if possible
B.   Use a clean cloth or gauze to press firmly on the wound to stop the bleeding
C.   After the wound is stopped bleeding, wash the wound with soap under clean 

water for at least 5 minutes
D.   Monitor the condition of pets

10. Here are 5 Hygiene habits rule. Match the actions with the corresponding rules
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11. Where are the private areas, covered by underwear that others cannot touch? 
(You can choose more than 1 answer)

• Chest
• Butt
• Mouth
• Area between 2 laps
• Arms
• Hair

12. When you meet someone with bad intentions and want to harm you, what should 
you do?
(You can choose more than 1 answer)

• Express your disagreement
• Scream, seek help
• Don't tell anyone
• Share with someone you trust
• Worry, fear, cry
• Runaway from the bad guy immediately

13. How do you feel when you learned lessons about self-safety skills? (prevent 
injuries, prevent abuse and protect the environment)? 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………
……………………………………………………………………………………………………………………………………………
……………………………………………………………………………………………………..................................................

14. After taking these safety lessons, did you share the knowledge you have learned 
with others?
……………………………………………………………………………………………………………………………………………
……………………………………………………………………………………………………………………………………………
……………………………………………………………………………………………………..................................................

15. Do you want to learn more self-safety skills? 
……………………………………………………………………………………………………………………………………………
……………………………………………………………………………………………………………………………………………
………………………………………………………………………………………………….....................................................
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COMMUNICATION TOOL: POSTERS
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COMMUNICATION TOOL: BILLBOARDS & SIGNBOARDS
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BEND AHEAD - DRIVE 
SLOWLY SIGN

SCHOOL- SLOW DOWN 

SIGN

RISK OF DROWNING 

SIGN

DO NOT PLAY WITH FIRE 

SIGN

WASTE CLASSIFICATION 

BILLBOARD



LIST OF POSTS ON CSD FAN PAGE
(Communication campaign)
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1. Celebrating World Environment Day - Ecosystem Restoration

2. Internet safety for children

3. Action for the ocean on the World Ocean Day 8th June

4. The rule for stranger safety

5. To improve the physical health in the pandemic season (part 1 &2)

6. Pant rules - For children's body safety

7. Suggested activity in the summer holidays

8. Child Labour is trending?

9. Celebration of Father's day

10. Safety rule for children alone at home

11. Drowning prevention for children

12. Positive discipline - Key to efficient parenting

13. Bio-cleansing water from fruit peels

14. How to motivate children appropriately?

15. ECO Brick - Effective solution for green environment

16. Flood safety tips (Before & after the flood comes)

17. Fire safety skills

18. Self-care in COVID 19 pandemic

19. Landslides - knowledge, and skills needed

20. Self-help skills for children

21. Air pollution

22. 4-5-1 Diet to increase our immune system

23. Waste products lifespan

24. Children's mental health in social distancing

25. The symbols of plastic types

26. Mitigating the consequences of natural disasters

27. Domestic violence in the COVID 19 pandemic

28. 3A principles - Safety tips for online learning

29. Common psychology of grade 1 students

30. 5 simple principles to master communication

31. Praise method to promote children's positive development

32. Stay safe when meeting the bad guy

33. Safety Children's Day - Reverse COVID 19

34. Common accidents in the rainy season


